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Tsukuba Global Science Week 2017 

セッション募集要項 

 

平成 29 年 1 月 23 日 

TGSW 事務局 

 

I. Tsukuba Global Science Week (TGSW) 2017 概要 

目的：TGSW は、国際共同研究フォーラムとして、下記の活動を促進する。 

(1) 国際的な研究者ネットワークの構築。 

(2) 国、文化、宗教、研究領域を超えた＜トランスボーダーな＞対話。 

(3) TSUKUBA の地を発信源とする高い研究レベルに裏付けされた「地球規模課題」の

解決策の提案。 

開催期間：平成 29 年 9 月 25 日（月）～27 日（水） 

会場：つくば国際会議場 

メインテーマ：Science for Social Innovations 

使用言語：（原則として）英語 

主催：筑波大学 

後援：内閣府・文部科学省・経済産業省・茨城県・つくば市（2016 年度実績） 

 

II. 募集期間／提出先 

募集期間：2017 年 3 月 1 日～3 月 27 日 (募集締切：2017 年 3 月 27 日（月）必着) 

提出先 ：TGSW 事務局（筑波大学国際室内） 

E-mail: TGSWsecretariat@un.tsukuba.ac.jp 

（注）Excel 様式「TGSW2017 学内セッション企画提案書」を添付の上、E-mail にてご

送付ください。募集要項及び企画提案書は TGSW2017 公式ホームページよりダ

ウンロードできます。（1 月下旬立ち上げ予定）

www.kokuren.tsukuba.ac.jp/TGSW2017/ 

 

III. 募集方針 

(1) 昨年度からの変更点 

 若手研究者の参画を奨励する。 

 複数の応募区分ごとにセッション企画案を募集し、シンポジウム全体に統一観を持

たせる。その一方で、「自由テーマ」枠を設置し、できるだけ多くの部局が参加でき

るよう配慮する。 
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(2) 財政支援について 

 支援総額を増額するとともに、応募区分に応じて支援額に差をつける。 

 全学参加型シンポジウムとしての性格を考慮に入れ、セッション実施費用は、原則と

して、セッション実施主体と事務局の折半とする。（ただし、「メイン企画」及び「学

生企画」は除く。） 

 希望する募集区分で選にもれた場合でも、可能な限り、他の区分で採択されるよう配

慮する。所定の募集区分で採択予定件数に達しない場合は、余剰予算を他の区分に回

す。 

 若手研究者の参加を奨励するため、若手研究者がセッションオーガナイザーとし

て中心的な役割を果たすセッションには、１件あたり 10 万円を上限として追加

支援を行う。（ただし、募集区分 2, 3, 4, 8 のみ。）なお、ここでいう「若手研究者」

とは、本学において研究教育業務に従事する研究者で、35 歳未満の者を指す。 

 会場費（備品レンタル費は除く）は原則として、TGSW 事務局が負担する。 

 

(3) 審査方針について 

 学長を含む複数のメンバーからなる審査委員会による審査を基に採択案を決定する。 

 「トランスボーダー」なセッションを優先的に採用する。（例：複数の部局の共同企

画、学研都市との共同企画、CiC 協定校との共同企画）本学に籍を持たない研究者

は、本学研究者をセッションオーガナイザーとして応募すること。 

 全学参加型イベントとするため、審査にあたり、教員組織間のバランスも考慮する。 

 

 

IV. 募集スケジュール（予定） 

Date Event 

1 月 23 日 第 1 回 TGSW2017 企画募集説明会 

（於 筑波大学中央図書館 2 階 集会室 18:15 – 19:30） 

2 月 1 日 第 2 回 TGSW2017 企画募集説明会 

（於 筑波大学中央図書館 2 階 集会室 18:15 – 19:30） 

3 月 1 日～27 日 セッション企画募集期間 

4 月 11 日 審査結果発表 

4 月 18 日 企画提案書パート 2 提出期限（採択されたセッションのみ） 

（参考）4 月下旬 旅行代行業に関する入札 
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V. 募集区分     アステリスク（*）のついている募集区分は若手研究者奨励枠あり 

 区分 
採択

枠数 
備考 財政支援額 

1 
メイン企画 

（含：opening session)  
1 

・TGSW のメイン企画にふさわしく、かつ集

客が見込めるテーマ設定であること。 

・招へい者のうち 1 名には opening session

の基調講演者を務めてもらう。 

・ビジネスクラスによる招へいも認める。 

最大 100 万

円まで 

2 
全体テーマ（Science for 

Social Innovations) 
5* 

地球規模課題へのイノベ―ティブ、持続可能、

公平かつ効率的な解決策について扱うことが

期待される。 

最大 45 万円

／１件まで 

3 
CiC ジョイントセッシ

ョン 
5* 

CiC 協定校（NTU, BUx, UTM,USP,UCI）と

のジョイントセッション 

最大 35 万円

／１件まで 

4 
研究学園都市ジョイン

トセッション 
3* 研究学園都市研究機関とのジョイントセッション 

最大 25 万円

／１件まで 

5 学生企画 3 

・本学の教職員を共同オーガナイザーとすること。 

・この区分に限り、日本語によるセッションも受け

付ける。 

最大 10 万円

／１件まで 

6 
ポスターセッション A

（含：海外招へい者） 
1 

・海外からの招へい者を含む場合は、当該区分

で応募すること。 

・セッションの一環として実施するポスター

セッションについては他のセッション区分

で応募すること。 

最大 40 万円

／１件まで 

7 

ポスターセッション B

（主として本学の学生

対象） 

4 

・主として本学の学生（含:連携大学院）を対

象とする。 

・セッションの一環として実施するポスター

セッションについては他のセッション区分

で応募すること。 

最大 3 万円

／１件まで 

8 自由テーマ A 5* 

いかなるテーマでも可。 

最大 20 万円

／１件まで 

9 自由テーマ B 
10 

程度 

会場費を除

く財政支援

はなし。 

（注）セッション実施費用は、原則として、セッション実施主体と TGSW 事務局の折半

とする。（ただし、「メイン企画」及び「学生企画」を除く。） 

 

企画案提出・問合せ先 

TGSW 事務局（筑波大学国際室内） 

矢沢・廣瀬 Tel: 029-853-2384 / 2466 

E-mail: TGSWsecretariat@un.tsukuba.ac.jp 

 


